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年
２
月
１
日

外
国
人
は
国
情
の
次
第
は
委

細
に
承
知

不
致

い
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さ
ず

候
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、
今
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の

俗
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審
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A
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い
だ
き

A

候
義
と

A
E

奉

存
E

ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
り

A

候
付
、

初
の
御
場
合
、
異
人
の
お
も
は
く

よ
り
上
に
出
さ
せ
ら
れ
候

処
と
こ
ろ

、
肝
要

の
義
と

奉

存

ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
り

候
。
第
一
御
談
判

相
成
候
義
は
速
に
御
所
置

不
相

あ

い

立

E

た
て
ず

A

候
て
は
、

A
E

必

侮

E

か
な
ら
ず
あ
な
ど
り

A

を
受
候
義
に

御
坐
候
間
、
早
御
断
決

被
為
在

あ
ら
せ
ら
れ

候

処
と
こ
ろ

、
御
尽
力

被
成
下
度

な
し
く
だ
さ
れ
た
く

御
願

申
上
候
。
以
上
。

二
月
朔
日

西
郷
拝

大
久
保
様

追
て
、
右
の
趣
は
サ
ト
ウ
の
内
話

に
て

表

通

申

事

お
も
て
ど
お
り
も
う
す
こ
と

に

無
御
坐

ご

ざ

な

く

候
得
共

そ
う
ら
え
ど
も

、
御
存



の
通
、
英
ミ
ニ
ス
ト
ル
は

大
お
お
い

に
せ
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立
候

生
質

き

し

つ

故
、
長
延
候
間
、
彼
等 

せ
き
ま
く
り
候
て
は
、
又
一
難
事
と 

サ
ト
ウ
も
心
配
の
向
に
て
、
深
切
を

咄
は
な
し 

候
事
に
御
坐
候
。
（
以
下
略
） 

 


